
　新年明けましておめでとうございます。

「よのなか教室」は

　１，子どもたちに「将来どう生きるか」を考えさせる機会を増やしたい。

　２，子どもたちの学ぶ意欲を高め、「学力を向上」させたい。

　３，延岡を子どもたちが「喜んで住み続けたい」と思う街にしたい。

という三つの思いで取り組んでいます。

　このことに共鳴された延岡市内外の 150 人近くの方々が「よのなか先生」に登

録いただき、学校からの要請に応じて､子どもたちに語り伝えていただいていま

す。お忙しい中にもかかわらず子どもたちの為ならと、喜んで協力いただいている

ことは、ほんとうにありがたく頭の下がる思いがしています。この延岡を、親と先生だけでなく､地域や企業

で働き・暮らす大人が子どもたちに関わり合い､育んでいく街にしたい、と心から願っています。

「よのなか教室」通信
延岡市キャリア教育支援センター通信7号　平成30年1月22日 (月 )

延岡の大人はみな
　子どもたちの先生
延岡市キャリア教育支援センター

延岡の大人はみな
　子どもたちの先生

　4名の「よのなか先生」を迎えての「よのなか教室」

でした。公務員 (作家 )、製造業（焼酎）、飲食業（レスト

ラン）、ボランティア（地域貢献）など多岐にわたるお

話を聞くことが出来ました。4 クラスで各 20 分ずつ

4 回お話を聞きました。それぞれの方がその思いを熱

く、力強く語られましたので生徒たちも聞き入ってい

ました。

南中学校「よのなか教室」
　延岡信用金庫の黒木哲也氏は信用第一の仕事であ

り、様々な資格が必要なことを伝えました。

　30 歳の時Ｕターンしてこられた ( 株 ) 三井の永友

宣彰氏は自分が好きなことにのめり込むことも大事、

まず、動こう、行動することが第一だよ。

　女性救急救命師の後藤明根氏はあこがれて今の職

業に就いたこと、やりがいのある仕事であり、もっと

女性隊員が増えて欲しいことを伝えました。

　延 岡 地 区ＳＡＰ地

区長の遠田裕星氏は

農業の魅力を様々な

工夫で乗り切り楽し

いですよと表現され

ました。

旭中学校「よのなか教室」

第７回「よのなか教室」交流会 予告 2 月 1日 ( 木 )18：45 ～ 社会教育センター

第 6回「よのなか教室」交流会報告 12月 7日 ( 木 )18：45 ～社会教育センター

旭中学校 1 年生エンジンゼンカイⅡ「よのなか教室」の取り組みを発表していただきます。上で紹介して

おりますが、旭中へは 4名の方を「よのなか先生」として紹介しました。宇治野先生にその企画から実践、

今後の展望についてお話しいただきます。「よのなか教室」を考えておられる先生方是非ご参加ください。

年頭の挨拶　延岡市キャリア教育支援センター　　センター長　水永正憲

　東海中学校の夏井先生に生徒達の職場訪問、そのま

とめ、発表、そして今後の学習の流れなど総合的にお話

を頂きました。様々な苦労がありながら一つ一つ克服

して行かれた過程やその成果の発表でした。その発表

を元に参加者からは様々な意見や悩み事が出され、共

に学び合いながら各学校での取り組みが充実する予感

を感じる事の出来る交流会でした。

水永センター長

ふるさとへの思いを熱くにこやかに

熱心に聞き、学び会える交流会です 夏井先生の実践発表

救急救命士としての誇り



　3 年生から 6 年生までの 24 名が参加し、

お茶の学習が行われました。

　行縢町でお茶の生産加工をしておられる

佐藤純子さんに「よのなか先生」としておい

で頂き、県やＪＡからも 3名の方が講師とし

て参加していただきました。

　子どもたちはたくさんの種類のお茶がある事を知りました。茶葉を急須に入れ､お湯を注ぎ、60 秒余り

の時間が経ったところで湯飲みに小分けし､最後の一滴まで注ぐなど煎茶の入れ方を学び、実際に体験も

しました。

港小学校　「よのなか教室」　お茶の入れ方

県民総ぐるみ教育推進研修会　　恒富小学校　11月 30日 ( 木 )

キャリア教育がなぜ必要なのか　(宮崎県キャリア教育支援センター発行 )

　１年生、４年生、６年生で公開授業が行われました。「よのなか先生」

と共に学習が行われました。子どもたちは生き生きとした眼差しで話

に聞き入り、多くの参観者が見守るなか、のびのびと質問し、考え、新し

い学びへと進んでいるようでした。「よのなか先生」は保護者､地域の方

など様々ですが教師に出来ない多様な考え方と行動を子供たちに示し

ていただきました。地域人材の活用の有効性を強く感じる事の出来る

研修会でした。

小冊子が発行されています。内容を紹介します。

①急速な技術革新により・・必要とされる能力が変化している。

②少子高齢化が進行すると・・地域コミュニティーが維持できなくなる。

③労働力不足が深刻になると・・ふるさとの産業が維持できなくなる。

④宮崎県におけるキャリア教育推進戦略

　（ふるさと宮崎県で自己実現・社会貢献することの魅力を伝える教育）

手のひらにのるサイズですが、キャリア教育推進への一歩が踏み出せます。

延岡市キャリア教育支援センター
〒882-0824 宮崎県延岡市中央通 3-5-1　延岡商工会議所内

電話 0982-33-6666 FAX 0982-33-6682

水永正憲　　080-4002-8167
mizmas228@gmail.com

敷石輝幸　　080-6410-5539
sate815@ma.wainet.ne.jp 

桑畑　拡　　090-4995-4209
chinon@hid.bbq.jp

急須に手を置き、丁寧にお茶をお茶の入れ方指導

笑顔で子どもたちを元気に 笑顔で仕事の魅力を伝える 農業の魅力と喜びを

未来の延岡を考える子どもたち


	表
	裏

